
■ボルネオ島のジャコウネコ
　高校生のとき、兵庫県の博物館が

主催の、ボルネオ島のジャングル(熱

帯雨林)で１週間を過ごす体験スクー

ルに参加しました。そこでジャコウ

ネコの存在を知りました。肉を食べ

るのに適応した食肉目の動物なのに、

地上３０㍍の木の上で果実を一心不乱

に食べている不思議さに惹かれたの

が、ボルネオ島でジャコウネコを研

究するきっかけになりました。

■１０年間をボルネオ島で
　２０１０年から１９年までボルネオ島

と日本を行き来する生活を送りまし

た。自動撮影カメラを仕掛けたり、

ジャコウネコを追って夜の熱帯雨林

を歩き回ったり、樹高６０㍍の木に

登ったりしながら、地道に生態を研

究しました。また、ジャコウネコを

通して、動物が植物の種子を運ぶ種

子散布という機能の観点で動物と植

物の関係にも着目し、植物の分野に

も研究領域を広げ調査を行ってきま

した。

■研究成果
　ボルネオ島を含む東南アジアの熱

帯は、他の熱帯地域よりも同じ場所

に生息する食肉目動物の種数が多い

ことが知られており、ボルネオ島に

はジャコウネコが８種も生息してい

ます。そこで、８種のうち特に近縁

な４種に着目して、共存メカニズム

（すみ分け）を調査してきました。こ

れまでの研究で、基本的に同じ空間

で同じ時間帯に活動して同じものを

食べるが、種によって食べる部位や

時期が少しずつ違うことが分かって

きました。

　また、果実を食べるジャコウネコ

は、種子散布に大きく貢献している

ことも分かりました。一方で、最大

の種（ビントロング）は体重が１０㌔あ

るので狩猟の標的になりやすく、絶

滅が危惧されています。今は、そう

した種子散布動物の減少が、植物の

個体数や生態系に及ぼす影響を調べ

ています。

■研究の難しさと醍醐味
　調査地がジャングルなので、歩く

ことすら大変です。研究器具や機材

を設置しても、ゾウなどに壊される

こともしばしば。思うようにいかな

いことが、研究の難しさですね。だ

から、失敗しても簡単には諦めない

ことを心掛けています。

　醍醐味は、研究を通じて熱帯雨林

の不思議が一つ一つ明らかになるこ

とです。ボルネオ島は世界的にも生

物多様性が高く、また森林減少が著

しい地域でもあります。森林破壊に

よる気候変動などの研究はとても重

要ですが、私は、熱帯雨林の動植物

がもつ不思議や魅力を明らかにして、

熱帯雨林の価値を伝えていきたいで

す。

■コロナ禍で
　コロナ禍で海外渡航制限が設けら

れた以後は、東広島市の北部地域で、

農作物被害などをもたらす害獣と呼

ばれるイノシシやシカなどの生態を

研究しています。日本でのこうした

哺乳類の研究は十分とは言えず、地

域に即した獣害対策を考える必要が

あります。山の中や山間部の集落の

畑に自動撮影カメラを設置して行動

を分析しています。この研究が人間

と動物のすみ分けに役立つことを

願っています。
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